令和８年度　第２回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和８年７月１６日（木） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１８名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	１日９名まで（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	１日３名まで（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応

	職員数
	常勤５名（兼務2名、専従３名）、非常勤６名（うち看護師1名）



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	２名
	地域住民・地域団体
	２名

	利用者
	０名
	利用者家族
	０名
	地域包括支援センター
	１名

	近隣事業所
	１名
	事業所職員
	２名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和８年７月１６日現在）
〇登録者数及び男女比（平均年齢　8５歳）
	[bookmark: _Hlk166161543]月
	4
	5
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	登録者数
	１６
	１３
	１４
	１４
	
	
	
	
	
	
	
	

	男性
	３
	３
	３
	３
	
	
	
	
	
	
	
	

	女性
	１３
	１０
	１１
	１１
	
	
	
	
	
	
	
	


〇地域 
	[bookmark: _Hlk198059597]月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	拓北
	２
	１
	１
	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	あいの里
	７
	６
	６
	6
	
	
	
	
	
	
	
	

	篠路
（篠路町上篠路）
	６
	４
	５
	5
	
	
	
	
	
	
	
	

	太平
	１
	2
	１
	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	百合が原
	０
	1
	０
	0
	
	
	
	
	
	
	
	

	東茨戸
	0
	0
	１
	1
	
	
	
	
	
	
	
	


〇要介護度 （平均介護度　2.5）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	要支援１
	0
	0
	0
	0
	
	
	
	
	
	
	
	

	要支援２
	２
	1
	1
	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	要介護１
	３
	３
	5
	4
	
	
	
	
	
	
	
	

	要介護２
	6
	６
	6
	6
	
	
	
	
	
	
	
	

	要介護３
	４
	２
	2
	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	要介護４
	０
	０
	0
	0
	
	
	
	
	
	
	
	

	要介護５
	0
	0
	0
	0
	
	
	
	
	
	
	
	

	申請中
	1
	１
	0
	2
	
	
	
	
	
	
	
	


（2）活動報告
	5月～6月
	・春の歌麻雀（月水土）　・制作活動　・誕生会　・苗購入し植える　・梅仕事
・外出（ライラックまつり、はまなすの丘公園、当別ロイズ工場見学、当別道の駅、
ロイズガーデン、いちご狩り）

	7月
	・春の歌麻雀（月水土）　・制作活動　・誕生会　・アロママッサージ
・外出（春日緑地）


※5月は前回の運営推進会議後。
☆その他、暮らしの中で行っていること☆
・お茶入れ、調理、おやつ作り、配膳、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除、洗車
・鶏に餌を届ける　・雑巾縫い、生け花、　・買い物（商品選び、セルフレジで会計）

春の歌と地域のかかわり・地域に出向いて本人の暮らしを支える取り組み
・月1回、認知症介護者の集い（他事業所のケアマネと共同で開催）

（３－１）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R8.6.1

	【転落】通い
椅子に座ろうとし、座り損ねて尻もちをついた
	痛み等の確認。
	ストッキングで滑った様子あり。座る際は近くで見守る。

	R８.6.3


	【誤食】訪問
青魚禁食の方に配食メニューにあったアジを出した
	介護記録の写真を確認した家族から青魚を提供しているとの連絡受け気づき、体調確認のため再訪問。本人へ事情説明と謝罪。かゆみや具合の悪さがないか確認。様子観察。
	アジが青魚であるとの認識不足により提供してしまった。青魚一覧を訪問の度に持参し、配食メニュー表と照らし合わせ確認するようにした

	R8.6.16

	【薬持参忘れ】通い
昼薬持参忘れ
	家族に薬がないこと連絡。家族が外出後の連絡となったため取りに行くことできず休薬とした。
	家族が荷物準備してくれ確認することになっていなかった。到着後すぐの確認も失念し気づくのが遅れた。通いの荷物を片付ける職員が薬のセットを実施。バイタル測定の際、薬の欄も確認。到着後すぐに気づける体制にする。


（３－２）ハッピーホット報告
なし
（4）職員研修・セミナー等参加状況
	日付・場所
	研修名
	主催者
	参加者

	R8年６月１４日（日）
オンライン
	エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽

	R８年６月１７日（水）
eラーニング
	認知症介護基礎研修
	認知症介護研究・研修仙台センター
	石田百合香

	R８年６月１７日（水）
春の歌
	認知症ケアに関する研修
外部講師：みつばやあんき・堀内直也さん
	内部研修
	全職員

	R8年６月２５日（木）
オンライン
	老い、病い、障害と共に生きる人達の「自立」を考える
	遠州楷喜企画組合
	髙倉一恵
川村恭子

	R8年６月２１日（日）
大阪会場
	ともにん（ともに認知症と生きる力を育てる）ファシリテーター養成講座
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽

	R８年７月８日（水）
eラーニング
	認知症介護基礎研修
	認知症介護研究・研修仙台センター
	眞鍋松江

	R8年７月４日（土）～5日（日）
札幌コンベンションセンター
	第8回日本在宅医療連合学会大会
	第8回日本在宅医療連合学会大会運営事務局
	鬼塚亜美
杉本香陽

	R８年７月１５日（水）
春の歌
	・業務継続（BCP・感染症）に関わる研修
・感染症及び食中毒の発生の予防及びまん延の防止に関する研修
	内部研修
	全職員


（5）委員会実施状況
	R８年６月１７日（水）
	高齢者虐待防止委員会

	R８年７月１５日（水）
	感染症対策委員会


（６）事業所の地域参加
	R8年５月21日（木）
	あいの里健康塾　みんなで備える防災教室（利用者、職員）

	R８年５月２５日（月）
	おうち食堂（鬼塚・実習生）

	R８年５月２６日（火）
	小規模多機能型居宅介護らくら拓北弐番館　運営推進会議（鬼塚）

	R８年６月１５日（月）
	小川紀美代バンドネオン演奏会＠ふれあいの里藍華（利用者、職員）

	R８年６月１６日（火）
	ケア施設町内会（鬼塚・杉本）

	R8年６月2５日（木）
	福まちサロン（利用者、職員）

	R８年７月１１日（土）
	あいの里中央町内会　認知症サポーター養成講座（鬼塚）


（７）その他
・R8年5月27日（水）　水害避難訓練（利用者・職員）
・R８年７月１０日（金）　SS様　個別地域ケア会議（鬼塚・杉本）

２．地域の情報提供
・市民公開講座の案内「認知症とともに生きる・当事者から学び共に歩む」（Aさんより）
・札幌市のチームオレンジのご案内（包括より）


３．質疑応答
・小規模多機能は地域の方との交流をしながらできる限り自宅での生活を続けられるよう柔軟にサービスを行うが、地域との繋がりも難しいと感じるし、自宅で暮らし続けたいという利用者が施設に移行し笑顔がなくなっているのを見るのも切ない。日々、力不足を感じている。
⇒地域の人は認知症の人を精神障害と見ている。また、認知症の人と会ったことがない、見たことがないという人もいるだろう。子育て世代と家庭介護をする世代がともに暮らすということがなくなったことも要因だと思う。
⇒地域の見守る力は低下している。自分の暮らしで精いっぱい。
⇒認知症の人それぞれに合った施設選びは難しい。
⇒介護家族の心的負担や疲弊の状況がある中で生活をするより、施設は家族側の調子のよい時会える場所となるので良い関係でいられる部分もあるのでは。
⇒環境が変わることでQOLが低下する人もいれば、不安の強い方は施設に入ることで安心が得られることもある。
【次回開催 】
令和８度 第３回春の歌運営推進会議は、９月１７日（木）１３：３０から開催いたします。
